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鳥取県ユニセフ協会
ボランティア登録、資料貸出、

その他お問い合せ等は、事務局

までご連絡ください。また、どなたで

もお気軽にお立ち寄りください。

月・火・金 10：00～16：00
 水 10：00～12：00

鳥取県生協本部１階になります !

〒680-1202

鳥取市河原町布袋597-1 鳥取県生協内

TEL/FAX：0858-71-0970

E/-Mail：unicef-tottori@juno.ocn.ne.jp

URL : http://unicef-tottori.jp/

お知らせ

[今後の活動予定]
■ 10/15(火) 役員会 (鳥取県福祉人材研修センター)

■ 10/26(土) せいきょうまつり (米子産業体育館)

■ 11/10(日) くらよし国際交流フェスティバル (伯耆しあわせの里)

■ 11/18(月) くらしの経済法律講座 (鳥取環境大学)

とっとり ユニセフ通信

「子どもの権利条約」カードブック

条約の1条〜40条までを分かりやすく
要約したイラストつきのカードブッ
クです。カードを使ったアクティビ
ティもご紹介しています。                                           

『子どもの権利条約』の

  各種資料はこちらから →

「こどものけんりプロジェクト」とは

日本ユニセフ協会とこども家庭庁共催のキャンペーンです。

日本における「子どもの権利」の正しい理解と普及を通じて、

子どもたちのウェルビーイングの向上を目指しています。

■ ゆうちょ銀行 募金口座
振替口座) 00190-5-31000
口座名義) 公益財団法人 日本ユニセフ協会

『子どもの権利条約』特設サイトがリニューアル !!
『子どもの権利』を学んでみよう !

• 通信欄に 「ガザ」 、「K1-310 鳥取県」 と明記 願います。 

 * 窓口での振り込みは、送金手数料が免除されます。 

子どもの権利を学んでみよう!!

「こどものけんり プロジェクト」

● 子どもの権利とスポーツの原則

「ユニセフ こどスポ」ウェブサイト

すべての子どもが、安心してスポーツを楽しめるように!  

子どもの権利とスポーツについて

   子どもたちに知ってほしいことを紹介しています !!

● 一般向けサイト

● 子ども向けサイト

● 先生向けサイト

特設サイトはこちら

https://www.unicef.or.jp/kodoken/

鳥取県ユニセフ協会
ホームページ

賛助会員 になりませんか !

日本ユニセフ協会と各協定地域組織の活動を賛助会費によってご

支援いただく方法です。現在、鳥取県でも多くの賛助会員の方に

ご協力いただいています。鳥取から世界の子どもたちを支えましょう!!

■ユニセフライブラリー  
   ユニセフの活動を紹介するパネル等の貸出しをしています。

■ビデオ・DVD
   「ユニセフと地球のともだち」「すべての子どもに教育を」
   「シュヌンシュヌン–子どもたちからのメッセージ」 など

■パネル
   「ユニセフってなあに?」 「わたしも学校に行きたい」

■展示ツール
  ネパールの水がめ、
マラリア対策の蚊帳、
経口補水塩など

種類 対象 賛助会費

一般賛助会員 個人 一口      5,000円

学生賛助会員 学生(18歳以上) 一口      2,000円

団体賛助会員 団体、法人、企業 一口  100,000円

賛助会員期間は、入会月より１年間です。  賛助会費は寄付金控除の
対象になります。  一般・学生賛助会員は個人名でのお申込みに限ります。

● 自分自身が生まれながらに持っている人権＝「子どもの権利」

2023年4月、こども家庭庁の創設と併せ、すべてのこどもと若者が幸せな生活を送ることができる社会を

目指す「こども基本法」が施行されました。この「こども基本法」に基づき2023年12月に閣議決定された

「こども大綱」では、こども・若者は権利の主体であり今とこれからの最善の利益を図ること、こども・若

者と共に進めていくこと、といったこども施策に関する基本的な方針を掲げ、こども・若者が権利の主体で

あることを社会全体で共有していくことを重要事項としています。

子どもたちは、自分自身が生まれながらに持っている人権＝「子どもの権利」を知ることを通じ、自分自

身の尊厳や価値に気づき、周囲の人々も人権を持った存在であることを認め、互いに他者の権利を尊重する

ことを学ぶことができます。

「子どもの権利」を知ることが子どもたちのウェルビーイングの向上に資することは、日本をはじめ複数

の先進国で、ユニセフ（国連児童基金）が各地の教育行政機関や学校・園と共に進めている「子どもの権利

教育（子どもの権利を大切にする教育）」の実践の中でも裏付けられています。

他方、日本国内の「子どもの権利条約」（児童の権利に関する条約）の認知度は、成人で2人に1人、小学

校低学年では6人に1人に限られ、またその半数以上は「名前だけ聞いたことがある」にすぎません（こども

家庭庁 2024年4月発表）。

先生のためのツールボックスサイトはこちら

https://www.unicef.or.jp/kodomo/cre/

kodoken-toolbox/

● 2024年は、日本が「子どもの権利条約」に批准してから30周年

日本ユニセフ協会とこども家庭庁が連携して展開する本プロジェクトでは、今後、「子どもの権利条約」

誕生40年（2029年）を見据えながら、SDGs（持続可能な開発目標）達成目標年の2030年3月末までの期間、

さまざまなステークホルダーのみなさまとも連携して、「子どもの権利」の啓発と普及に取り組んでまいり

ます。

「子どもの権利条約」の４つの原則
の一つ、「子どもの声を聞くこと」
をテーマにした歌です。
歌詞にでてくる“こえ”は、一人ひと
りの気持ち、考え方、意見、そして
権利のたとえです。
すべての人は生まれながらに“こえ”
をもっていて、“こえ”はその人だけ
の、かけがえのないものです。

https://www.unicef.or.jp/kodomo/cre/cre/
https://www.unicef.or.jp/kodomo/cre/cre/
https://www.unicef.or.jp/news/2024/0061.html
https://www.unicef.or.jp/news/2024/0061.html


■ 4/22 第21回 役員会

活  動
報  告

イベント

「ユニセフってなぁに ?」 出前授業やっています !!
世界の厳しい状況にいる子どもたちのことをいっしょに考えてみましょう!!

学校での出前授業をはじめ、ユニセフ活動に関心がある各団体に出向いての学習会を行っています。

世界の子どもたちやユニセフ活動の動画や、支援物資の実物にも触れることができます。

■ 鳥取県教育委員会の人権教育講師派遣事業に、今年度は26校の申し込みがあり、

順次、学校に訪問しています。
出前
授業

募金
活動

●ユニセフライブラリー

ユニセフの活動を紹介するDVD・パネル・

学習教材等の貸出しを行っています。
ユニセフ支援物資例
「箱の中の学校」

富桑小学校

■ 6/14 学習講師研修会 (ユニセフハウス)

実施日 学校名 実施学年 人数

1 6/3 琴浦町立聖郷小学校 6 22

2 6/6 鳥取市立久松小学校 6 48

3 6/6 鳥取市立富桑小学校 6 38

4 6/18 米子市立啓成小学校 5 48

5 6/24 鳥取市立青谷小学校 6 35

6 6/25 米子市立大篠津小学校 5 18

7 7/1 琴浦町立浦安小学校 6 40

8 7/5 米子北斗中学校 1 40

9 7/8
日吉津村中学校組合立
箕蚊屋中学校

1 161

10 9/3 倉吉市立上灘小学校 5 45

11 9/4 米子市弓ヶ浜小学校 5 94

12 9/10 伯耆町立溝口小学校 6 15

13 9/18 米子市立加茂中学校 1 119

■ 2/13 鳥取大学附属特別支援学校 中学部1-3年 出前授業

前半はユニセフの学習会、後半はイッポラボ支援先のインドのあおぞら

スクールとZoomで交流会を行いました。

■ 7/8 琴浦町立赤崎中学校 1年生 「人権に関する総合的な学習」

人権に関する総合的な学習の中で、子どもの人権について話をしました。

■ 6/29 エシカルフェスタ (鳥取産業体育館)

児童労働をテーマに、水かめ運びや腕メジャーの体験コーナーを設けました。

また、TORICEFメンバーの協力のもと、牛乳パック貯金箱の工作も行いました。

■ 5/21(火)～23(木) 河原中学校 職場体験「いきいきワークかわはら」

2年生1名を受け入れました。

ユニセフ活動や子どもの権利についての学習を行い、

河原中学校で募金活動を行いました。

■ 5/19 ラブウォーク (東郷湖臨海公園) ■ 6/27 鳥取県生活協同組合「虹の会」、

      鳥取県ユニセフ協会合同ゴルフコンペ

(旭国際浜村温泉ゴルフ倶楽部)

■ 6/27 鳥取県生協中部エリア会 ユニセフ出前授業&自然物アート (倉吉体育文化会館)

■ 8/9 米子市人権学習講座 誰でも人権アカデミー 「こどもの人権」について (米子市ふれあいの里)

■ 8/10 浦富地区青少年育成協議会 ユニセフ学習会 (浦富地区公民館)

講師
派遣

■ 9/18 境高等学校 1年生 「境考学」

SDGsセミナーとして、ユニセフとSDGsの関わり

について、話をしました。

会 議

温泉卵を
作りました!

児童労働
水がめ運び体験

上灘小学校
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